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２　不当景品類及び不当表示防止法
　　（省略）
［概要］
○ 総付景品の最高額の制限
（取引価額）　　（景品類の最高額）
1,000円未満　　→　　100円
1,000円以上　　→　取引価額の1/10

２　不当景品類及び不当表示防止法
　　（省略）
［概要］
○ 総付景品の最高額の制限
（取引価額）　　（景品類の最高額）
1,000円未満　　→　　200円
1,000円以上　　→　取引価額の2/10

　（平成19年３月改正）

89

⑵　酒気帯び運転をした者は、１年以下の懲
役又は30万円以下の罰金に処されます。ま
た、酒酔い運転をした者は、３年以下の懲役
又は50万円以下の罰金に処されます。

⑶　（省略）
　（注）この禁止規定違反に対する直接の・・
（中略）・・になります。

⑵　酒気帯び運転をした者は、３年以下の懲
役又は50万円以下の罰金に処されます。ま
た、酒酔い運転をした者は、５年以下の懲役
又は100万円以下の罰金に処されます。
 
⑶　（省略）
　　なお、飲酒運転同乗者及び酒類提供行
為者のうち、運転者が酒気帯びの場合には、
２年以下の懲役又は30万円以下の罰金、運
転者が酒酔いの場合には、３年以下の懲役
又は50万円以下の罰金に処されます。また、
車両提供者の場合は、運転者が酒気帯びの
場合には、３年以下の懲役又は50万円以下
の罰金、運転者が酒酔いの場合には、５年以
下の懲役又は100万円以下の罰金に処され
ます。

（平成19年９月改正）

95
～
98

１　「未成年者の飲酒防止に関する表示基
準」の実施状況報告書
　（様式改正）

１　「未成年者の飲酒防止に関する表示基
準」の実施状況報告書
　（別添のとおり）

（平成19年８月改正）

188

１　一般消費者に対して・・・（中略）・・・景品
類の提供に係る取引の価額の十分の一の金
額（当該金額が百円未満の場合にあっては、
百円）の範囲内であって・・（後略）。

１　一般消費者に対して・・・（中略）・・・景品
類の提供に係る取引の価額の十分の二の金
額（当該金額が二百円未満の場合にあって
は、二百円）の範囲内であって・・（後略）。

（平成19年３月改正）
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202

対象となるもの
　（省略）
主に販売業者
　【容器の例】
　・（省略）
　
　

対象とならないもの
　（省略）
主に販売業者
　【容器以外の例】
　　　（省略）

対象となるもの
　（省略）
主に販売業者
　【容器の例】
　・（省略）
　・有料の贈答用の箱（同時に購入する商品
を入れるためのものとして提供されるもの）

対象とならないもの
　（省略）
主に販売業者
　【容器以外の例】
　　（省略）
・マイバッグ、カバン
・有料の贈答用の箱（同時に購入する商品を
入れるためではなく、その箱の購入者が別に
用意したものを入れるためのものとして、販売
されるもの）

（平成18年12月改正）

233

７　道路交通法
第六十五条
（省略）
２　（新設）

３　何人も、前項の規定に違反して車両等を
運転することとなるおそれがある者に対し、酒
類を提供し、又は飲酒をすすめてはならな
い。
４　（新設）

７　道路交通法
第六十五条
（省略）
２　何人も、酒気を帯びている者で、前項　の
規定に違反して車両等を運転することとなる
おそれがあるものに対し、車両等を提供して
はならない。
３　何人も、第一項の規定に違反して車両等
を運転することとなるおそれがある者に対し、
酒類を提供し、又は飲酒をすすめてはならな
い。
４　何人も、車両（省略）の運転者が酒気を帯
びていることを知りながら、当該運転者に対
し、当該車両を運転して自己を運送すること
を要求し、又は依頼して、当該運転者が第一
項の規定に違反して運転する車両に同乗し
てはならない。

（平成19年９月改正）

233

第百十七条の二
　　次の各号のいずれかに該当する者は、三
年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に
処する。
　一　（省略）
　二　（新設）

第百十七条の二
　　次の各号のいずれかに該当する者は、五
年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処
する。
　一　（省略）
　二　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）
第二項の規定に違反した者（当該違反により
当該車両等の提供を受けた者が酒に酔った
状態で当該車両等を運転した場合に限る。）

（平成19年９月改正）
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233

（新設） 第百十七条の二の二
　　次の各号のいずれかに該当する者は、三
年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に
処する。
一　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）第
一項の規定に違反して車両等（軽車両を除
く。次号において同じ。）を運転した者で、そ
の運転をした場合において身体に政令で定
める程度以上にアルコールを保有する状態
にあったもの
二　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）第
二項の規定に違反した者（当該違反により当
該車両等の提供を受けた者が身体に前号の
政令で定める程度以上にアルコールを保有
する状態で当該車両等を運転した場合に限
るものとし、前条第二号に該当する場合を除
く。）
　三　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）
第三項の規定に違反して酒類を提供した者
（当該違反により当該酒類の提供を受けた者
が酒に酔った状態で車両等を運転した場合
に限る。）
　四　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）
第四項の規定に違反した者（その者が当該
同乗した車両の運転者が酒に酔った状態に
あることを知りながら同項の規定に違反した
場合であって、当該運転者が酒に酔った状
態で当該車両を運転したときに限る。）

（平成19年９月改正）

233

（新設） 第百十七条の三の二
　　次の各号のいずれかに該当する者は、二
年以下の懲役又は三十万円以下の罰金に
処する。
一　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）第
三項の規定に違反して酒類を提供した者（当
該違反により当該酒類の提供を受けた者が
身体に第百十七条の二の二第一号の政令
で定める程度以上にアルコールを保有する
状態で車両等（軽車両を除く。）を運転した場
合に限るものとし、同条第三号に該当する場
合を除く。）
二　第六十五条（酒気帯び運転等の禁止）第
四項の規定に違反した者（当該同乗した車
両（軽車両を除く。以下この号において同
じ。）の運転者が酒に酔った状態で当該車両
を運転し、又は身体に第百十七条の二の二
第一号の政令で定める程度以上にアルコー
ルを保有する状態で当該車両を運転した場
合に限るものとし、同条第四号に該当する場
合を除く。）

（平成19年９月改正）
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258

自己チェックテスト
⑵　（省略）

自己チェックテスト
⑵　（省略）
 

（平成19年３月改正）

最終

解答
問題９
⑵

解答
問題９
⑵

（平成19年３月改正）

取引価額の１/（ロ）　1,000円以上

　（イ　　　　）円　1,000円未満

景品類の最高額商品の取引価額

取引価額の２/（ロ）　1,000円以上

（イ 　　　）円1,000円未満

景品類の最高額商品の取引価額

     10ロ    100イ     10ロ  ２00イ

4 / 4 



別添 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


